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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
市
政
運
営
に
対
し
、

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
大
き
な
災

害
も
な
く
一
年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
令
和
４
年
４
月
に
は
、
民
間
か
ら
戦
略

監
２
人
を
お
迎
え
し
、
脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
や
特
産
品
な
ど
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
た
め
に
新
設
し

た
こ
ど
も
未
来
課
で
は
、
保
育
認
定
の
運

用
の
一
部
見
直
し
や
保
育
園
な
ど
の
オ
ン

ラ
イ
ン
入
園
申
請
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の

改
善
を
行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
子
育

て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
令
和
５
年
の
力
を
入
れ
る
取
り
組
み
と

し
ま
し
て
は
、
対
話
を
通
し
て
市
政
へ
の

ご
意
見
や
各
自
治
会
の
自
慢
な
ど
を
伺
う

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
た
だ
、
未
だ
に
収
束
が
見
え
な
い
コ
ロ

ナ
禍
に
加
え
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛

争
に
端
を
発
し
た
世
界
情
勢
は
為
替
の
変

動
な
ど
、
市
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
を
持
ち
越
し
て

の
越
年
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
市
議

会
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
議
会
・
議
員
が

「
市
民
の
代
弁
者
」
と
し
て
の
機
能
を
果

た
せ
た
の
か
吟
味
し
、
そ
の
重
要
性
を
再

認
識
し
て
使
命
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

　
私
ど
も
は
、
か
ね
て
か
ら
「
魅
力
あ
る

議
会
」
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

昨
年
も
開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
議
会
」
で

は
、
児
童
生
徒
の
新
鮮
で
純
粋
な
質
問
・

意
見
に
「
な
り
手
不
足
」
の
課
題
解
決
に

向
け
て
光
も
見
え
ま
し
た
。
同
時
に
、
議

会
活
動
の
広
報
紙
名
称
を
、
従
来
の
「
議

会
の
と
び
ら
」
か
ら
親
し
み
や
す
い
「
ギ

カ
イ
ダ
ー
」
と
改
め
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

手
に
と
っ
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
「
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
」
が
あ
り
、
本
市
で
も
日
本
音
楽

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
今

対
話
を
通
し
て
、
発
展
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

厳
し
さ
を
共
有
し
、
真
の
豊
か
さ
を
求
め
て

「
く
さ
の
根
対
話
」
を
、
順
次
開
催
い
た

し
ま
す
。
対
話
で
生
ま
れ
る
ア
イ
デ
ア
や

可
能
性
を
今
後
の
市
政
に
生
か
し
、
年
齢

を
問
わ
ず
、
皆
さ
ま
が
日
置
市
で
の
未
来

を
考
え
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
は
、
延
期
さ
れ
て
い
た
「
燃

ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
本
市
で
は
軟
式
野
球
と
レ
ス
リ
ン

グ
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。
51

年
ぶ
り
に
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
る
国
体

を
、
市
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
今
な
お
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
気
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
全
職
員
で
生
活
に
必
要
な

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

「
地
域
福
祉
」
、
「
子
育
て
支
援
」
、

「
全
世
代
の
教
育
・
学
び
」
、
「
産
業
活

性
化
」
、
「
オ
ー
ル
日
置
」
、
「
景
観
・

環
境
・
防
災
」
、
「
財
政
・
行
政
運
営
」

の
推
進
に
つ
い
て
全
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
こ

の
一
年
が
幸
多
き
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
度
、
平
穏
な
暮
ら
し
が
ど
ん
な
に
貴
重

な
こ
と
か
再
認
識
し
、
市
民
を
挙
げ
て
歓

迎
し
ま
し
ょ
う
。

　
卯
年
の
今
年
、
大
ジ
ャ
ン
プ
は
か
な
わ

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
「
で
き
る
こ
と

を
、
で
き
る
人
が
、
で
き
る
と
き
に
」
を

意
識
し
て
、
飛
躍
の
１
年
に
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
議
会
は
、
市
長
が
提
案
し
た
事
業
や
予

算
が
、
市
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
の
か
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
て
議
論
し
ま
す
。
十

分
な
審
議
が
必
要
な
場
合
も
、
時
に
は
市

民
生
活
に
急
を
要
す
る
取
り
組
み
な
ど
、

内
容
を
吟
味
し
て
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　
「
人
の
運
命
は
予
め
決
ま
っ
て
い
る
」

縦
糸
が
あ
り
、
「
自
ら
の
考
え
と
行
動
に

よ
る
因
果
の
法
則
」
と
い
う
横
糸
を
織
り

込
む
こ
と
で
、
そ
の
人
生
は
変
え
ら
れ
る

と
、
京
セ
ラ
創
業
者
の
故
稲
盛
和
夫
さ
ん

は
講
演
で
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
市

長
と
議
会
は
こ
の
「
縦
糸
」
と
「
横
糸
」

の
関
係
で
す
。

　
結
び
に
、
令
和
５
年
が
全
て
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
平
穏
で
実
り
多
い
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し
、
日
置

市
議
会
も
品
位
を
保
ち
市
民
の
負
託
に
応

え
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
し
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

池
満
議
長 

注
目
！

　
昭
和
52
年
か
ら
各
都
道
府
県
が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る
高
校
生
に
よ
る
芸
術
文
化
活

動
の
祭
典
で
す
。

　
第
47
回
で
あ
る
今
回
は
、
「
紬
ぐ
　
キ
バ
る
　
輝
く
」
を
大
会
の
基
本
方
針
と
し
鹿
児
島

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
置
市
で
も
「
日
本
音
楽
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
音
楽
部
門
と
は
？

　
筝
や
十
七
絃
、
三
絃
、
尺
八
な
ど
和
楽

器
の
演
奏
を
披
露
す
る
大
会
で
す
。
上
位

４
団
体
は
、
８
月
末
に
国
立
劇
場
で
行
わ

れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
優
秀
校

東
京
公
演
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。
日
置
市
で

は
、
伊
集
院
文
化
会
館
が
会
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
伊
集
院
地
区
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
尺

八
講
座
の
講
師
を
務
め
て
い
る
宮
路
泰
さ

ん
は
「
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
音
」

は
、
日
本
人
の
魂
に
響
く
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　
尺
八
な
ど
の
日
本
音
楽
楽
器
の
多
く

は
、
楽
器
の
み
の
操
作
で
音
階
を
奏
で
る

の
で
は
な
く
、
演
奏
者
の
息
の
強
さ
や
、

吹
く
角
度
な
ど
全
身
を
使
っ
て
音
を
生
み

出
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
た
め
、
演
奏
者

の
思
い
が
伝
わ
り
や
す
い
楽
器
だ
と
思
っ

永
山
市
長 

注
目
！

　
毎
年
、
都
道
府
県
が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
で
す
。
都
道
府
県
対
抗
で
行
う
正
式
競
技
の
ほ
か
、
特
別
競
技
や
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
熱
い

鼓
動 

風
は
南
か
ら
」
の
も
と
、
日
置
市
で
は
「
軟
式
野
球
」
「
レ
ス
リ
ン

グ
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

軟
式
野
球
の
見
所
！

　
国
体
は
、
各
県
の
予
選
大
会
を
制
し
各
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
を
勝
ち
上
が
っ
た
32
チ
ー
ム
が
、

各
県
の
名
誉
と
勝
利
を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
す
。
日
置
市
で
は
、
伊
集
院
総
合
運
動

公
園
野
球
場
、
東
市
来
運
動
公
園
湯
之
元
球
場

が
会
場
に
な
り
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
軟
式
野
球
連
盟
理
事
長
の
四
枝

勉
さ
ん
は
「
出
場
チ
ー
ム
は
、
各
県
を
代
表
す

る
精
鋭
選
手
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に

投
手
は
高
い
能
力
を
擁
し
た
チ
ー
ム
が
多
く
、

試
合
は
１
点
を
争
う
熱
戦
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
出
場
チ
ー
ム
は
攻
撃
力
・

守
備
力
・
走
力
に
も
優
れ
て
お
り
、
素
晴
ら
し

い
プ
レ
ー
を
随
所
に
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
そ
の
他
監
督
の
采
配
や
駆
け
引
き
も
勝
敗

を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
も
見

逃
せ
な
い
楽
し
み
で
す
。
全
国
レ
ベ
ル
の
白
熱

　
各
県
の
予
選
大
会
を
勝
ち
上
が
っ
た
７
０

５
人
が
参
加
し
、
吹
上
浜
公
園
体
育
館
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
理
事
長
の

児
島
誠
さ
ん
は
「
魅
力
は
、
何
の
道
具
も
持

た
ず
、
身
体
で
ぶ
つ
か
り
合
い
、
技
を
掛
け

合
う
シ
ン
プ
ル
な
競
技
で
あ
る
こ
と
。
全
身

で
の
攻
防
が
魅
力
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
、
上

半
身
の
み
の
攻
防
が
魅
力
の
グ
レ
コ
ロ
ー
マ

ン
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー

ド
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
激
突
し
、
選
手
が
互
い

に
技
を
使
っ
て
相
手
を
組
み
伏
せ
、
両
肩
を

マ
ッ
ト
に
押
し
つ
け
よ
う
と
競
い
合
い
ま

す
」
と
魅
力
を
話
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
音
も
「
同
じ
音
」
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
鹿
児
島
か
ら
伝
統
文
化
が
広

が
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
会
場

に
響
く
「
音
」
に
注
目
と

話
し
ま
す
。

　
全
国
の
高
校
生
が
そ
れ

ぞ
れ
の
想
い
を
胸
に
ど
ん

な
音
色
を
響
か
せ
る
の
か

楽
し
み
で
す
。

し
た
試
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
す
。

か
ご
し
ま
国
体

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

燃
ゆ
る
感
動

レ
ス
リ
ン
グ
見
所
！ 日置市長

永山 由高
日置市議会議長
池満 渉
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インフォメーション行政 インフォメーション行政

感染症予防の観点からソーシャルディスタンス(社会的距離)を確保できる会場で申告相談を行います。
２月８日から３月15日までは、担当職員が申告会場に出向くため、市役所での申告受付・相談ができません。
ご自身の自治会の相談日に来場できない場合は、地域・自治会に限らず他の日に来場ください。
例年、月曜日と受付開始時刻から10時ごろまでは混み合いますので最大２時間程度お待ちいただく場合があります。
申告に関する相談は、申告相談ダイヤル（０８０－３３７７－４５９５）を設置しましたのでご活用ください。

市県民税等申告相談日程のご案内令和5年度

●
●
●
●
●

地域 月 日 自 治 会 名 申告会場 受付時間
日新・二潟・山田・扇尾

北区・中区・南区

諏訪・草見・笠ヶ野・毘沙門・草原

日置麓・熊野・西郷・帆之港・八幡・柿の谷２月11日㈯

２月14日㈫
２月15日㈬

２月16日㈭

２月17日㈮

２月18日㈯

２月20日㈪

２月21日㈫

２月22日㈬

２月24日㈮

２月25日㈯

２月27日㈪

２月28日㈫

３月１日㈬

３月２日㈭

３月７日㈫

３月８日㈬

３月９日㈭

３月10日㈮

３月11日㈯
３月12日㈰

３月13日㈪

３月14日㈫
３月15日㈬

２月８日㈬
２月９日㈭

２月10日㈮

大平・皆田東・皆田西・丸牧・上野東・上野西

向湯田・駅前・堀内

中央・元湯・田之湯

麓上・麓下・古市・城之町上・城之町・杉之迫・坂之上下

上伊作田・元伊作田・中伊作田・柿之迫・江口・川北
平迫比良・赤崎・鈩口・永山

梅木・元養母・下養母

鉾之原・立和名・荻・北山・上床・田代

高山・美山・牧之角・神之川・南神之川

西本町・東本町・多宝寺・ふもと・小牧・湯之元・南湯之元

日置市中央公民館
研修室２・３（３階）

日置市中央公民館
大会議室
（３階）

日吉中央公民館
大会議室

（日吉支所２階）

東市来支所
第４会議室
（４階）

吹上支所
大会議室
（２階）

坂元・緑ヶ丘・窪田・宮坂・上中之里・下中之里・中津
東宮内・南宮内・西宮内・亀原・花熟里・小野馬場

小野浜・小野・野首・下田尻・中田尻・上田尻・芋野
下与倉・藤元・赤仁田

上与倉・田之尻・平鹿倉・苙口・瀬谷・上和田・中和田
下和田・助代・坊野

今田・入来・苙岡・西原・入来浜

新川原・永吉中央・永吉東・印口・小永吉・草田原・下草田
浜田・川中

麦生田・つつじが丘全区・上神殿・中神殿

下神殿全区・桑畑

上方限・四郎園・下方限・大田上・大田中・大田下
久木野々・寺脇

上之馬場・元町・向江町・中央通・駅前・銀天通・城山
荒瀬・小城・瀬戸内・麓東・天神馬場

徳重東・猪鹿倉・朝日ヶ丘・清藤

妙円寺全区・野田
郡上・郡内・宮脇・中福良・平古・郡下・立野

中川・竹之山・上土橋・下土橋

飯牟礼下・腰・善福・飯牟礼上・飯牟礼中・古城・恋之原

東 

市 

来

吹 
上

伊 

集 

院

日 

吉

午前９時から
午後３時まで
正午から午後１時ま
では受付していませ
んので、ご了承くだ
さい。

※

午前９時から
午後３時まで
正午から午後１時ま
では受付していませ
んので、ご了承くだ
さい。

※

午前９時から
午後３時まで
正午から午後１時ま
では受付していませ
んので、ご了承くだ
さい。

※

午前９時から
午後３時まで
正午から午後１時ま
では受付していませ
んので、ご了承くだ
さい。

※

●住民税(市県民税)、国民健康保険税の申告

●所得税・譲渡所得・贈与税・消費税の申告

お問い合わせ先

・本庁税務課市民税係　　　 099-248-9412（直通）
・日吉支所地域振興課市民税係  099-292-2033（直通）　

・東市来支所地域振興課市民税係     099-274-2436（直通）
・吹上支所地域振興課市民税係  　099-296-2257（直通）

伊集院税務署  099-273-2541（自動音声案内）

ア【社会保険料控除】健康保険料・国民年金保険料などの社会保険料の領収書など、支払額が分かるもの
イ【生命保険料控除・地震保険料控除】支払保険料の控除証明書
ウ【小規模企業共済等掛金控除】掛金の証明書
エ【障害者控除】身体障害者手帳・療育手帳・精神保健福祉手帳など
オ【勤労学生控除】一定の証明書
カ【配偶者特別控除】配偶者の収入を証明するもの
キ【寄付金税額控除】寄付金先団体から交付された寄付金の受領書など
ク【医療費控除】医療費通知、令和４年中に支払った医療費（介護サービス自己負担分を含む）の領収書
ケ【セルフメディケーション税制による医療費控除の特例】
　　健保や国保が実施する検診などを受けたことを明らかにする書類、令和４年中に特定成分を含んだスイッチ
　　ＯＴＣ医薬品を購入したことが分かる領収書　

感染症予防のため、ご自身の申告内容以外の相談はお控えください。また、申告相談の時間は１人15分から
30分を目安にして行います。このことから以下のとおりご協力ください。なお、収支内訳書未作成の場合や医
療費の計算がお済みでない場合、申告会場でご自身で作成または計算していただくことになります。
ア  営業、農業、不動産などの収入がある方

イ  医療費控除を受けられる方
ご自身で受診者ごと病院ごとに領収書をまとめた上で、合計額を計算した医療費控除の明細書を作成して
申告会場にご持参ください。　

申告会場に来場される際にご持参ください

申告会場でのお願い

① 印鑑および申告をされる方の本人確認ができるもの

② 令和４年中の収入状況がわかるもの

③ 控除を受けるための必要書類

マイナンバーカードまたは通知カード、運転免許証、健康保険証、障害者手帳など

ア  給与・公的年金の源泉徴収票、給与支払明細書など
イ  営業、農業、不動産などの収入額、販売額および必要経費、収支がわかる帳簿や領収書など

④ 所得税の還付または追徴が生じた際に必要なもの
申告される方名義の金融機関・口座番号がわかるもの

① 感染症予防のため、 以下の場合は入場をお断りしますので、 あらかじめご了承ください。
ア  マスクを着用されていない方
イ  受付時の検温で体温が37.5度以上あった方

② 混雑緩和のため申告時のお願い

平成26年１月からは、記帳・帳簿などの保存が義務付けられています。ご自身で収支内訳書を作成して申
告会場に持参してください。

所得税確定申告をされる方のうち、株式や土地・建物などの譲渡所得、配当所得に関する申告があ
る方は、申告内容によっては税務署での申告をご案内することがありますのでご了承ください。
住宅ローン控除を受けられる方、青色申告をされる方、準確定申告（亡くなった方の申告）をされ
る方は、税務署での申告をお勧めします。
なお、相続税や贈与税の申告は、市の申告会場で受け付けることができません。

●

●
ご注意
ください

45 広報ひおき2023.1Hioki City Public Relations 2023.1



行政インフォメーション インフォメーション行政

　日置市の申告会場では、申告期間中に多くの方が申告相談のために来場されています。
　感染症対策を行った上で申告相談を行いますが、申告会場の混雑緩和のために申告が必ずしも必要でない場合
や往復ハガキによる簡易申告が可能な場合などをフローチャートと質問形式にまとめましたのでご確認くださ
い。

※注１  株式・土地などの譲渡・配当所得、住宅ローン控除、青色・準確定申告は税務署への確定申告が必要です。
※注２「非課税所得」・・・・・遺族年金、障害年金、失業手当などです。
※注３「追加する控除」・・・・・扶養、医療費、社会保険料、生命保険料、地震保険料、寄付金、障害者、ひとり親・寡婦などの控除です。
※注４  扶養親族等申告書は、各年金保険者から対象者に送付されます。送付の有無は各年金保険者にお問い合せください。

市県民税などの申告が必要・不要？

Start!

市県民税の申告は不要です

申告は不要です

申告が
必要です

申告が
必要です

申告は
不要です

はい いいえ

令和５年1月1日現在、
日置市に居住していましたか？

※ただし、国民健康保険や保育園、奨学金の申し込みなど各種制度をお
使いになる場合は申告が必要となる場合があります。
※また、申告は往復ハガキでの簡易申告が可能です。
簡易申告書をご希望の場合は、080-3377-4595までご連絡ください。

収入は給与のみ
ですか？
年金、不動産、
農業などほかの
収入がある場合
は「いいえ」

収入は年金の
みですか？
年金以外に不
動産、農業な
どほかの収入
がある場合は
「いいえ」

年金の収入金額は、
65歳未満の方は
98万円未満、
65歳以上の方は
148万円未満ですか？

給与の支払いは、1カ所
からのみですか？
またその勤務先から日
置市に給与支払報告書
が提出されていますか？
（提出の有無は、勤務
先にご確認ください。）

年末調整の際に届け出た
内容に、修正や新たに
「追加する控除」（※注３）が
ありますか？

日本年金機構などに提出した
「扶養親族等申告書」（※注4）
で届けた内容以外に、「追
加する控除」（※注3）がありま
すか？

税務署へ確定申告書の提出をされますか？（※注１）

令和４年1月1日から令和４年12月31日までの１年間のうちに収入がありましたか？

収入は「非課税所得」（※注２）のみですか？

日置市での申告は不要です
※ただし、令和５年1月1日にお住まいの市区町村では申告が必要に
なる場合がありますので、詳しくはそちらにお問い合わせください。

申告会場に行く前にご確認を！私たちは申告会場に
行く必要があるのかな？？

障害者年金、遺族年金、遺族恩給、失業手当を
もらっていますが、申告が必要ですか?

　障害者年金や遺族年金などは老齢年金とは異
なり非課税収入になります。また失業手当も同
じく非課税収入になります。よって、上記の年
金や手当だけが令和４年中の収入であれば、市
県民税はかかりませんので、申告義務はありま
せんが、国民健康保険税など他の制度で申告が
必要になる場合があります。

収入は老齢年金のみですが、申告は必要ですか?

　日本年金機構などに「扶養親族等申告書」を提
出していて、それ以外に追加の控除などがない
場合は、申告の必要はありません。また、年金
の収入金額が、65歳未満（昭和33年１月２日以
降生まれ）の方で98万円未満、65歳以上（昭和
33年１月１日以前生まれ）の方で148万円未満
の場合は、申告の必要はありません。

令和４年中は働いていませんが、子どもを保育
園に入園させたいと思っています。申告が必要
ですか？

　令和４年１月から12月までの間に働いていな
かった（仕事を休んでいた）場合は、収入がない
ため市県民税の申告義務はありません。
　しかし、お子さまの保育園や幼稚園の入園ま
たは奨学金の受給などのために所得証明を必要
とされることがあります。このような場合は申
告が必要となります。

収入はありませんが、申告を行わなければなり
ません。申告会場で申告を行う以外に方法はあ
りませんか？

　日置市では、収入がないことの申告を行う場
合は、申告会場に来場されなくても申告できる
ように希望される方には往復ハガキを送付する
ことも可能になりました。
　往復ハガキの送付を希望される場合は、下の
専用ダイヤルにご連絡ください。

年金と農作物の売上げがありますが、今年度の
住民税はかかっていません。令和３年と今回
（令和４年中）では年金額も変わらず、農作物の
売上げも経費も変わりません。申告会場で申告
を行う以外に方法はありませんか？

　日置市では、令和４年中の所得が住民税均等
割非課税基準額（例えば、扶養されているご親族
がいらっしゃらない場合は、合計所得が38万
円）以下の場合、申告会場に来場されなくても申
告できるように希望される方には簡易申告書を
送付することも可能になりました。簡易申告書
の送付を希望される場合や簡易申告の対象に該
当するか確認したい場合は、下の専用ダイヤル
にご連絡ください。

往復ハガキや簡易申告書の送付をご希望の方
事業収入に係る収支内訳書や医療費控除の明細書の送付を
ご希望の方
ご自身が申告会場での申告が必要かどうかを知りたい方
ご自身または配偶者やお子さまなどが税法上の扶養親族に
なるか知りたい方

※③、④については、２月８日以降にご連絡ください。

以下の①～④に該当する方は、左記の専用ダイヤルにご連絡
ください。

０８０-３３７７-４５９５
（３月末まで）

☎ダイヤル開設時間

①
②

③
④

（話し中の場合は、しばらくたってからおかけ直しください。）
（２月８日～３月15日）申告相談日の８：30～15：00
（３月31日までの上記以外の期間）
　市役所の開庁日および開庁時間に準じます。

　下の回答のように申告義務がない場合は、申告しなくても
構いません。日置市では、申告会場に来場しなくても申告が
できるよう、収入がない方や非課税収入のみの方は、ハガキ
による申告ができます。
　また、住民税が非課税の場合、簡易申告書による申告も
行っています。ハガキ申告や簡易申告に該当するか確認した
い方は、申告相談ダイヤルにご連絡ください。

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい専用ダイヤルを設置しました

家族で食べる分のお米や野菜を作っています。
申告が必要ですか？

　お作りになっているお米や野菜は、収穫時点
で農業所得の収入が発生するため、申告が必要
なものです。ただし、家族で食べたり、親戚や
知人に配るだけで所得が発生しない場合は、申
告しないで差し支えありません。
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東市来地域担当委員
氏名 担当地域 電話番号

髙　見　聖　二 桑木野・郷戸・尾木場 274-1875
山　木　眞理子 野下・高塚東・高塚西 274-9428
鉾之原　京　子 鉾之原・立和名 274-9432
米　澤　和　正 荻 274-5106
北　山　幸　廣 北山・上床 274-1241
石　神　　　勝 田代 248-8759
上和田　　　勉 梅木・中野・元養母 274-1335
西　峯　公　雄 下養母 274-3333
荻　　　朝　子 麓上・古市 274-2368
住　吉　　　信 麓下 274-2644
宮　前　房　江 杉之迫 090-9795-7949
川　﨑　久美子 城之町上・城之町・坂之上下 274-6164
鉾　谷　ふくえ 皆田東・大平 274-0560
宮　前　幸　子 皆田西・丸牧 274-1730
德　永　和　博 上野東・上野西 274-4786
重　信　淑　子 向湯田 274-2970
原　田　美　夏 駅前 274-5322

氏名 担当地域 電話番号
鉾之原　美惠子 駅前 274-2889
福　留　すみ子 元湯 274-2222
川　原　有美子 元湯 274-5926
原　田　いつ子 中央 274-1148
伊　村　正　昭 中央 274-1172
堂　薗　辰　男 田之湯 295-3617
久　保　一　代 田之湯 274-2832
住　吉　節　子 堀内 274-2007
中　間　みち子 上 ･元 ･中伊作田 274-2509
下　池　喜代子 柿之迫 274-0160
岡　元　義　実 江口・鈩口 274-5402
中　間　貞　子 川北・平迫比良・赤崎 274-3998
山　口　有　二 永山・神之川・南神之川 090-1976-0629
石　川　みどり 美山上・牧之角 274-6946
野　﨑　加代子 美山下・宮田 274-2395
坂　元　みつ代 主任児童委員 274-2174
留　盛　美和子 主任児童委員 274-9380

民生委員・児童委員、
 主任児童委員の一斉改選！

日吉地域担当委員
氏名 担当地域 電話番号

赤　﨑　千里子 二潟 292-5103
大　　　重　昭 山田 292-3883
　　田　愛　子 今別府・日新・並松・北原 292-4762
倉　留　節　子 下原・古の山・浜の丸 292-2594
財　部　孝　義 出来場・西 292-4529
中　原　直　美 城の下・中原・寺下・榎園・榎園団地・ウッドタウン 292-3074
山　内　正　美 櫨木・植木・日置麓・日置団地 292-4827
滿　尾　まち子 帆の北・帆の西・帆の南・帆の東 292-5043
坂　口　みち子 柿の谷・狩谷・旭東・旭西 292-3514
小　正　惠　子 新橋・松ヶ尾・久保園・宮下・八幡 292-3649
山　下　安　昭 古里東・古里・中牟礼・中牟礼西・上の馬場 292-3246
櫨　元　睦　子 堀込・諏訪・鵜狩 292-2072

氏名 担当地域 電話番号
笠　野　美　好 草見・笠ヶ野 292-3808
西　　　保　廣 毘沙門・遠矢ヶ原・草原東 292-4825
宮　脇　美由紀 草原西・川口・住吉 292-4636
中　村　芳　秀 天司・吉野 246-8505
井　上　　　敏 西山・原口・白井月・鬼丸 292-4682
鳩　野　好　弘 吉利麓・新町・向江 292-4655
潟　山　砂由美 尾之上・志賀・内門・熊須 292-4394
神　野　定　司　池上・道上・小園 292-4126
南　　　清　春 片町・前屋敷・冷水・松山 292-5017
野　口　孝　子 田平・小吹・岩井田・諸正・樗木 292-2587
平　地　真由美 主任児童委員 292-4091
新　宅　礼　子 主任児童委員 292-3722

氏名 担当地域 電話番号
松　田　郁　郎 西本町 296-4840
今　村　勝　博 東本町・窪田 296-3745
篠　原　和　子 坂元・多宝寺・ふもと
大浦坂　奈美子 小牧 296-2963
森　薗　民　子 湯之元 296-4027
三　窪　真智子 南湯之元 296-3703
山　下　和　子 緑ヶ丘・宮坂・上中之里 090-3664-3001
池　田　則　子 下中之里 296-6961
迫　　　るり子 東宮内・中津 296-3758
上　野　房　子 西宮内・南宮内 296-4466
下　野　由美子 亀原・花熟里 295-6114
脇　　　眞由美 小野浜・小野馬場・小野 296-3917
福　留　礼　子 下田尻・中田尻 296-4649
松　岡　サチ子 上田尻・芋野・野首 296-3305
前　原　三代子 下与倉 296-3805
池　田　安　子 藤元 296-5794
黒　葛　孝　一 赤仁田・上与倉・田之尻 296-6169
田　中　真由美 今観竜（今木場・日添） 296-6033

296-3656

吹上地域担当委員

　令和４年12月１日付けで厚生労働大臣から委嘱を受けた新しい民生委員・児童委員、主任児童委員140人を紹介します。
　民生委員・児童委員は、社会福祉に関する地域の身近な相談相手として、相談内容に応じて専門機関につなぐ役割を
持って活動します。また、地域の子どもたちを見守り、児童・妊産婦の福祉に関する相談・支援も行い、児童福祉を専門的
に担当する主任児童委員が９人指名されています。それぞれ任期は、３年と定められており、令和７年11月30日までです。
　民生委員・児童委員と主任児童委員は、守秘義務が課せられており、全国統一のバッジと「民生委員・児童委員証」を携
帯しています。
　福祉に関する疑問や悩みなどをお持ちの方は、お住まいの地域を担当している委員までお気軽にご相談ください。

氏名

担当地域

担当地域 電話番号
下　野　孝　次 平鹿倉（平鹿倉・竜之瀬・観音河内）
東　　　建　次 苙口・瀬谷・助代 296-5970
渡　　　眞智子 上和田・中和田
妹　尾　加代子 下和田・苙岡
安　田　信　夫 入来・西原 296-2387
久　保　眞　弓 入来浜 296-4175
宮　野　新　子 今田
堀之内　千代子 小永吉・草田原 090-5748-1969
瀨　川　千枝子 下草田 299-3776
和　田　恵　子 浜田 297-2104
山　下　文　乃 川中 297-2534
國　生　近　人 新川原 299-3020
坊　野　恵　子 永吉中央 299-3608
安　藤　よし子 印口・永吉東
緒　方　たつみ 坊野
下　野　小百合 主任児童委員 299-3486
櫻　井　弘　美 主任児童委員 296-2652

296-3143

090-3663-7010
296-6282

296-6245

090-5280-7839
080-2695-8696

伊集院地域担当委員
氏名 担当地域 電話番号

川　崎　ゆかり 池田・末永・窪田 273-4338
吉　田　伊都子 下方限・四郎園 273-3893
蓑　輪　典　子 麓東 272-2391
緒　方　節　子 天神馬場・上之馬場・元町 273-5307
上　村　留美子 天神馬場・上之馬場・元町 272-3857
家　村　美智子 中央通・向江町 080-6438-5407
佐　藤　和　輝 駅前・銀天通 272-2249
山　内　ひとみ 荒瀬・城山 273-5675
丸　田　美　幸 瀬戸内・小城 272-5454
※ 徳重東
川　畑　義　成 猪鹿倉　（朝日ヶ丘線より北側） 273-0558
是　枝　直　之 猪鹿倉　（朝日ヶ丘線より南側） 272-5860
伊集院　一　文 朝日ヶ丘 273-6881
芝　原　八　郎 清藤 273-4317
佐々木　郁　代 郡内・宮脇・郡上
小　正　かねみ 中福良
眞　田　洋　子 立野 272-5002
倉　﨑　浩　二 平古 273-1649
中　村　直　文 郡下 273-2609
古　野　壽美子 大田上・大田中 272-4220
伊集院　真理子 大田下・久木野々 273-1034
平　賀　ヒトミ 寺脇 273-5057
岡　村　　　豊 腰・善福・飯牟礼下 272-7223

並　松　キサヱ 飯牟礼上・中 272-2228

273-5104
080-5271-4206

氏名 担当地域 電話番号
畠　中　成　子 古城・恋之原 273-6501
假　屋　　　求 下土橋 273-3433
尾　堂　浩　子 上土橋 273-9780
川　路　　　章 中川 273-9775
馬場園　光　廣 竹之山 293-0227

麦生田（下・中） 273-1970
山　口　和　代 麦生田（西・東） 272-3225
田　﨑　裕　和 上神殿・中神殿 273-9878
下御領　伸　一 下神殿　（全） 090-5482-5186
中　園　優　子 桑畑 273-5576
諏訪園　新　子 野田 273-0167
山　元　　　豊 つつじヶ丘 1区 273-1025
福　留　則　子 つつじヶ丘 2区・3区 273-1835
廣　川　まり子 妙円寺 1区
福　田　美代子 妙円寺 2区 273-3278
木　原　早　苗 妙円寺 3区 273-5582
牛　鼻　みどり 妙円寺 5区 273-5246
児　山　正　志 妙円寺 6区 272-3394
大夫堀　泰　規 妙円寺 7区 272-3195
坂　下　ちえみ 妙円寺 8区 273-5732

橋之口　直　子 主任児童委員
272-5886

福　留　千代美 主任児童委員
中　山　秀　徳 主任児童委員

273-4635

牧　枝　路　代 妙円寺 9区

273-0584

090-2096-2594

272-5833

𠮷　村　一　子

※徳重東地域の民生委員・児童委員については、現在未定です。
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これであなたも日置通!
他の話題もこちらから
ご覧いただけます！

全国障がい者スポーツ大会でメダル獲得!!
第22回全国障害者スポーツ大会表敬訪問

11月
28日

　栃木県で行われた「第22回全国障害者スポーツ大
会」のソフトボール・砲丸投競技で金メダルを獲得し
た小野裕喜さん、ボウリング競技で銀メダルを獲得
した堀添史浩さんが永山市長を表敬訪問しました。
　ソフトボールは、小さいころから慣れ親しんでい
たが、砲丸投は始めて２年ほどしか経っていないと
話す小野さん。「投げる前にお世話になってきた人
のことを思い浮かべた」と振り返りました。
　堀添さんは「今年行われるかごしま国体にも出場
したい」と目標を話しました。
　このたびはおめでとうございます！これからのお
二人に注目です！

ひお吉くんを手にする小野さん（中央）と堀添さん（右）

長年、消防団活動に尽力！
令和４年秋叙勲受章

11月
21日

　元日置市消防団分団長の川路勝弘さんと元日置市
消防団副団長の古川和史さんが令和４年秋叙勲（瑞
宝単光章）を受章し、永山市長を表敬訪問しました。
　公務や公共的な業務に長年にわたり従事し、功績
を挙げた方に贈られる瑞宝章。
　「職場と消防団の両立は大変だった。職場の理解
もあって活動できた」と話す川路さん。古川さんは
「地域の地理を把握しておかなければならない。振
り返ればたくさん出動した」と今までの経験を話し
ました。

秋叙勲表敬訪問の様子

疫病退散！迫力あふれる伝統武芸
伊作流鏑馬3年ぶりの奉納

11月
23日

　大汝牟遅神社の参道で３年ぶりに伊作流鏑馬が奉
納され、多くの見物客でにぎわいました。昭和56年
に県の無形民俗文化財に指定されたこの流鏑馬は、
天文７年（1538年）に島津忠良が戦勝祈願として、
毎年流鏑馬を奉納することを誓い出陣し、攻略でき
たことから奉納するようになったと伝えられていま
す。気迫のこもった射手の矢が的に当たるたびに、
見物客からは大きな歓声と拍手が上がりました。
　別当を担った伊作小６年の寺本光我さんは、
「走っているときはとてもきつかったが、最初で最
後のいい思い出になった。地域の伝統芸能に携われ
て光栄だと感じた」と話しました。

気迫をこめて矢を放つ射手

南日本文化賞、グッドデザイン賞受賞！
株式会社丸山喜之助商店表敬訪問

11月
9日

　南日本文化賞、グッドデザイン賞を受賞した株式
会社丸山喜之助商店が永山市長を表敬訪問しまし
た。芸術・産業経済などの各分野で郷土の発展に貢
献した個人・団体に顕彰する賞である「南日本文化
賞　経済産業部門」。また同社が取り組んでいる食
品ロスリサイクル有機堆肥「よかんど」「よかんどシ
ステム」が日本を代表するデザインの評価とプロ
モーションの活動に対して贈られる「2022年度
グッドデザイン賞」を受賞。
　代表取締役丸山明紀さんは「システム自体を評価
していただいたことはとても嬉しい」と受賞を振り
返りました。

賞状、楯を手に記念撮影

毎月１校ずつ日置市内の公立小・中・
義務教育学校の特色ある教育をご紹介します VOL.22

日置市立 伊集院小学校 創立 校訓 生徒数864人　教職員数59人
学級数31（その内特別支援学級５）まことの子・のぞみの子・はげみの子153年

【お問い合わせ先】企画課 国際交流・男女共同参画係  ☎ 099-248-9403

LGBTだけ
ではくくれない
LGBTQ＋
とは？

　性的指向（Sexual Orientation）と性自認（Gender Identity）の頭文字をとったSOGI（ソギ・ソジ）という言葉があります。
LGBTQが性的少数者の総称の一つであるのに対して、SOGIは誰もが持っている性のあり方を意味しています。 自分には
関係ないと思わずに、知っていくことから始めてみましょう。

　伊集院小学校区は、徳重神社や妙円寺詣りに象徴されるように、武の町、教育の町と
しての誇りをもち、歴史的、伝統的気風を大事にする場所です。校区民や保護者の教育
に対する関心は高く、登下校時の見守り活動をはじめ、学校生活におけるさまざまな場
面で、地域のかたがたのご協力をいただいています。特色ある教育活動としては、１年
生「昔遊び（１月）」、２年生「町たんけん（６月）」、３年生「伊集院饅頭作り（11月）」、
４年生「伝統工芸（窯元見学）（10月）」、５年生「住みよい日置市（年間）」、６年生「郷

土歴史（妙円寺詣り紙よろい作りを通して）（４～ 12月）」があります。これらの体験をもとに、「ふるさとに学び、
ふるさとで育み、ふるさとを創る児童・生徒の育成」を研究主題とした「ひおきふるさと教育（ひおき学）」の実践
発表会を本年11月に開催しました。今回の実践発表会は、伊集院中学校区３校（伊集
院中・伊集院小・飯牟礼小）がしっかり連携していく大切さと、子供たちの健全育成に

地域の協力が必要不可欠であるということを再認識する機
会となりました。また、今後の児童数増加に備え、令和４
年度は職員駐車場整備、令和５年度から令和６年度にかけ
て校舎増築予定です。児童一人一人にとって魅力ある「世
界一の学校」を、これからも地域の皆さまと「心を一つ」にして作ってまいります。

▲紙よろい作り（６年生）

▲校舎増築に向け準備中

▲伊集院饅頭作り（３年生）

わたしたちは、誰もが「多様な性」の当事者です

多様な性について考えたことはありますか？
　人の性のあり方は、「男性」と「女性」のどちらかしかないと考えていませんか。しかし、実際の性のあり方は簡単に分
けることはできず、一人一人がグラデーションのように多様です。

私たちの「性のあり方」を構成している要素
からだの性（生物学的性） ： 生まれたときの身体的特徴などによる性　　   こころの性（性自認） 　　： 自分が認識する自分の性　
表現する性（性表現） 　   ： ふるまいや服装等、自分を表現する性　　　好きになる性（性的指向） ： 恋愛感情の対象となる性

人それぞれ姿や考え方が違うように、性のあり方も多様です。
性のあり方を正しく理解し、だれもが自分らしく生きることのできる社会をつくっていきましょう。

男女共同参画の視点から考える
「多様な性のあり方」

男女共同参画の視点から考える
「多様な性のあり方」

esbian（レズビアン）
ay（ゲイ）
isexual（バイセクシュアル）
ransgender（トランスジェンダー）
ueer（クィア）
uestioning（クエスチョニング）
「＋（プラス）」

Ｌ 性自認が女性で、女性を好きになる人
性自認が男性で、男性を好きになる人
女性も男性も好きになる人
からだの性がこころの性（性自認）と一致しない人
性的少数者の人すべて
自らの性のあり方について、わからない人や迷っている人など
上記以外の多様な性

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
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福祉課
長寿福祉係からの
お知らせ

日
吉
地
域
！

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

【お問い合わせ先】本庁学校教育課学校教育指導係　TEL：099-248-9431（直通）

開催日時   会　場

Youngsters’  Science  FestivalYoungsters’  Science  FestivalYoungsters’  Science  Festival
青少年のための科学の祭典青少年のための科学の祭典青少年のための科学の祭典

１月21日  土
9：30～15：30

日置市中央公民館
日置市伊集院町
郡1丁目100番地

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
会
員
60
代
か
ら
90
代
ま
で
31
人
で
、
毎
月
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
！

　
４
、
５
月
は
、
お
寺
の
ご
住
職
の
講
話
を
聴
い
た
り
、
日
吉
町
の
伝
統
行

事
せ
っ
ぺ
と
べ
が
行
わ
れ
る
八
幡
神
社
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
６
、
７
月
は
、
ゲ
ー
ム
大
会
や
六
月
灯
を
開
催
し
、
子
ど
も
会
と
一
緒
に

灯
ろ
う
飾
り
も
行
い
ま
し
た
！

　
８
、
９
月
の
敬
老
会
で
は
、
紅
白
の
餅
を
皆
さ
ん
に
配
る
と
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
市
役
所
の
保
健
師
さ
ん
に
、
「
認
知
症
」
に
つ

い
て
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
助
け
合
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
11
月
は
、
福
祉
バ
ス
で
黎
明
館
、
御
楼
門
な
ど
を
見
学
！
特
に
仙
巌
園
で

は
菊
の
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
お
り
、
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　
毎
回
お
弁
当
を
配
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
自
宅
へ

持
ち
帰
り
食
べ
る
な
ど
、
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
会
員
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
会
に
し
た
い
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
！

▲八幡幸齢者クラブの皆さん

▲仙巌園で！

▲認知症について学びました

科学のまち
日置市大会
科学のまち
日置市大会

　日置市の児童生徒の皆
さんが、科学の楽しさを
体験し、科学への関心を
高めることを目的に、
「科学のまち」日置市大
会を開催します！
（参加費は無料）

　新型コロナウイルス感染
防止対策のため「事前申込
み制」にして人数制限を行
うほか、参加者にはマスク
の着用、検温、消毒などを
お願いする予定です。詳し
くは学校で配布されるチラ
シをご覧ください。

国際交流
だより

　
ス
ラ
マ
ッ
タ
フ
ン
バ
ル
（
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
） 

マ
レ
ー
シ
ア
の
国

際
交
流
員
の
ア
イ
ダ
で
す
。
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
寒
く
な
る
と
１
年
中
暖
か
い
マ

レ
ー
シ
ア
が
恋
し
く
な
り
ま
す
。

　
実
は
、
今
年
の
秋
、
は
じ
め
て
「
食
欲
の

秋
」
と
い
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
！
確
か

に
、
ご
は
ん
と
野
菜
な
ど
が
、
と
て
も
お
い

し
い
時
期
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
「
食
欲
の
秋
」
で
は
な
く

「
１
年
中
の
食
欲
」
で
す
（
笑
）
。
と
い
う

こ
と
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
食
文
化
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
！

　
マ
レ
ー
シ
ア
人
は
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き

で
、
平
均
、
１
日
５
回
も
食
べ
て
い
ま
す
！

朝
ご
は
ん
、
昼
ご
は
ん
、
３
時
の
お
や
つ
、

晩
ご
は
ん
、
そ
し
て
遅
め
の
夕
食
（
夜
10
時

以
降
）
に
食
事
を
し
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
る

こ
と
が
大
好
き
す
ぎ
て
、
知
り
合
い
な
ど
に

会
っ
た
時
に
、
「
ス
ダ
・
マ
カ
ン
？
」
（
ご

は
ん
を
食
べ
ま
し
た
か
？
）
と
挨
拶
し
ま
す
。

ま
だ
と
返
事
を
し
た
ら
、
食
事
に
連
れ
て
行

か
れ
ま
す
！

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
「
グ
ル
メ
天
国
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
マ
レ
ー

系
・
中
華
系
・
イ
ン
ド
系
と
さ
ま
ざ
ま
な
民

族
が
住
む
多
民
族
国
家
で
す
。
そ
の
た
め
、

料
理
も
多
種
多
様
で
、
マ
レ
ー
系
の
料
理
だ

け
で
は
な
く
、
中
華
系
料
理
や
イ
ン
ド
料

理
、
そ
し
て
マ
レ
ー
系
と
中
華
系
の
融
合
さ

せ
た
料
理
（
ニ
ョ
ニ
ャ
料
理
）
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
民
族
の
料
理
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
な

か
で
も
、
私
の
お
す
す
め
す
る
料
理
は
「
ナ

シ
・
レ
マ
ッ
ク
」
！
「
ナ
シ
・
レ
マ
ッ
ク
」

は
、
お
皿
で
は
な
く
、
バ
ナ
ナ
の
葉
っ
ぱ
の

上
に
、
コ
コ
ナ
ツ
ミ
ル
ク
で
炊
い
た
ご
飯
、

辛
い
干
し
エ
ビ
ソ
ー
ス
（
サ
ン
バ
ル
）
と
ア

ン
チ
ョ
ビ
ー
、
ピ
ー
ナ
ツ
、
ゆ
で
卵
が
の
せ

て
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
定
番
の
朝
ご
は
ん
で

す
！

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
グ

ル
メ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ

ひ
、
マ
レ
ー
シ
ア
へ
グ
ル
メ
旅
に
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
！
マ
レ
ー
シ
ア
に
行
っ
た
ら
、

「
ナ
シ
・
レ
マ
ッ
ク
」
食
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
〜
！
そ
れ
で
は
、
ジ
ョ
ム
マ
カ
ン
！

（
一
緒
に
食
事
に
行
き
ま
し
ょ
う
！
）

ス
ダ
・
マ
カ
ン
？

　
　
　
　ご
は
ん
食
べ
た
？

ア
イ
ダ 

ヌ
ル 

ア
リ
ザ
　

ビ
ン
テ
ィ 

ア
リ
フ
デ
ィ
ン
さ
ん

出
身
地
　マ
レ
ー
シ
ア

永山 由高
日置市長

　
こ
ん
に
ち
は
。
永
山
由
高
で
す
。
今
月
は

子
ど
も
未
来
課
が
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て

関
連
施
策
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

〇
保
育
園
入
園
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

　
こ
れ
ま
で
は
市
役
所
本
庁
お
よ
び
各
支
所

で
対
応
し
て
い
た
保
育
園・認
定
こ
ど
も
園

の
入
園
申
請
を
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
が
ご
自

宅
か
ら
パ
ソ
コ
ン・ス
マ
ホ・タ
ブ
レ
ッ
ト
で

申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
小
さ
い
お
子
さ
ま
を
連
れ
て
市
役
所
の
窓

口
で
大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら
申
請
書
を
記

入
し
て
い
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
様
子
を
見

て
い
た
職
員
が
、
ど
う
に
か
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
挑

戦
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
も
ち
ろ
ん
ご
来
庁

い
た
だ
い
て
対
面
で
の
申
請
も
可
能
で
す
）

〇
保
活
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
時
代

　
保
活
と
は
、「
子
ど
も
を
保
育
園
に
入
れ

る
た
め
保
護
者
が
行
う
活
動
」の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
各
保
育
園
な
ど
の

見
学
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
日
置
市
で

は
今
年
、
市
内
す
べ
て
の
保
育
園
・
こ
ど
も

園
の
様
子
を
動
画
で
紹
介
す
る「
オ
ン
ラ
イ

ン
保
活
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
年
の
保
育
園
申
し
込
み（
第
１
期
）は
11

月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
公
開

か
ら
の
約
２
週
間
で
、
こ
の
保
活
動
画
再
生

回
数
は
２
万
回
を
超
え
、
多
く
の
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
保
育
園・

こ
ど
も
園・幼
稚
園

選
び
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
た
よ
う
で

す
。

　
な
お
、
こ
の
動
画
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、

日
之
出
紙
器
工
業
株
式
会
社
様
に
協
賛
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
は
今
の
と
こ
ろ
文

字
情
報
が
多
く
、
動
画
で
の
情
報
発
信
は
ま

だ
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
、
市
の
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
登
録
動
画
も
少

し
ず
つ
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

#10

「
子
ど
も
子
育
て
施
策
の

　
　
　
　
　
　デ
ジ
タ
ル
化
」

▲ナシ・レマック

▲マレーシア人は手でご飯を食べます！

▲日置市Youtube ▲保育園動画
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皆さんとともに、安全・安心をつなぐ日置の水

　
水
道
事
業
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
た
め
、２
カ
月
に
１
回
の
隔
月
で

検
針
を
し
て
い
ま
す
。検
針
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物
を
置
い
た
り
、車
を
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
に
草
木
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
場
合
は
、除
草
や
剪
定  

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に
犬
を
つ
な
が
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
家
の
増
改
築
等
を
す
る
場
合
、メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
床
下
や
屋
内
に
な
ら
な
い
よ

　
う
検
針
し
や
す
い
場
所
に
移
し
て
く
だ
さ
い
。（
給
水
装
置
工
事
申
請
が
必
要
で
す
）

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、気
温
が
下
が
る
と
水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、凍
結
に
よ
り
破
損
事
故
が
起
こ
り
、修
理
に
高
い
費
用
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。凍
結
防
止
策
と
し
て
、市
販
の
保
温
材
や

布
な
ど
を
巻
き
付
け
る
な
ど
、い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
、早
め
の
予
防
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、空
き
家
な
ど
水
道
管
を
長
時
間
使
用

し
な
い
場
合
は
、止
水
栓
を
閉
め
て
お
く
こ
と

も
予
防
策
と
な
り
ま
す
。

　
本
市
Ｈ
Ｐ
お
よ
び
お
知
ら
せ
版
（
７
月
、
８
月
号
）
に
掲
載

し
て
い
ま
す
適
用
期
間
の
と
お
り
、
奇
数
月
に
お
支
払
い
の
世

帯
な
ど
は
１
月
請
求
分
（
12
月
検
針
）
ま
で
、
偶

数
月
に
お
支
払
い
の
世
帯
な
ど
は
２
月
請
求
分

（
１
月
検
針
）
ま
で
で
水
道
基
本
料
金
の
免
除
は

終
了
と
な
り
ま
す
。

【お問い合わせ先】
TEL 099‒272‒2336
TEL 099‒274‒2114
TEL 099‒292‒2114
TEL 099‒296‒2114

冬
場
の
水
道
管
の
凍
結
や
破
損
に
注
意
！

令
和
４
年
度
水
道
基
本
料
金
免
除
終
了

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

上下水道課管理収納係
東市来分室水道管理係
日吉分室水道管理係
吹上分室水道管理係

　「
島
津
四
兄
弟
」
の
長
兄
　
島
津
義
久
は
、
天
文
２
年
（
１
５
３
３
年
）

２
月
９
日
、
島
津
貴
久
の
子
と
し
て
薩
摩
国
伊
作
（
当
市
吹
上
町
）
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
は
、
こ
の
義
久
生
誕
４
９
０
年
の
節
目
に

当
た
り
ま
す
。

　
幼
少
期
、
坊
津
一
乗
院
（
南
さ
つ
ま
市
坊
津
町
）
で
学
ん
だ
後
、
天

文
23
年
、
22
歳
の
時
、
弟
の
義
弘・歳
久
と
と
も
に
岩
剱
合
戦
（
姶
良
市
）

で
初
陣
し
、
自
ら
も
一
隊
の
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。
弘
治
３
年
（
１
５

５
７
年
）
の
蒲
生
城
攻
略
戦
（
姶
良
市
蒲
生
町
）
で
も
、
乱
戦
の
中
、

前
線
に
立
ち
、
兜
に
矢
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
永
禄
７
年
（
１
５
６
４
年
）、朝
廷
の
官
職
「
修
理
大
夫
」
に
補
任
さ
れ
、

さ
ら
に
同
９
年
２
月
に
は
、
島
津
本
家
の
家
督
を
継
い
で
第
16
代
当
主

と
な
り
ま
す
。
以
降
、
島
津
家
の
支
配
域
を
拡
大
さ
せ
、
兄
弟
と
と
も

に
家
中
を
ま
と
め
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　
同
10
年
12
月
、
義
久
は
、
父
　
貴
久
が
か
つ
て
居
城
と
し
た
一
宇
治

城
（
当
市
伊
集
院
町
大
田
）
の
麓
に
寺
院
を
建
立
し
ま
す
。
天
文
13
年

８
月
15
日
、
義
久
は
、
12
歳
の
時
、
母
（
入
来
院
重
聡
の
娘
）
を
亡
く

し
て
い
ま
し
た
が
、
義
久
は
、
母
の
戒
名
「
雪
窓
妙
安
大
姉
」
か
ら
こ

の
寺
を
千
秋
山
雪
窓
院
と
号
し
、
母
の
菩
提
寺
と
し
ま
し
た
。
天
正
４

年
（
１
５
７
６
年
）
の
母
の
三
十
三
回
忌
に
際
し
て
は
、「
月
に
ち
る
は
ゝ

そ
の
秋
は
程
も
な
く
　
雪
に
向
か
は
ん
窓
の
山
風
」
と
の
追
悼
歌
を
贈
っ

て
い
ま
す
。
義
久
に
と
っ
て
、
こ
の
寺
は
、
一
際
思
い
入
れ
の
あ
る
地

で
あ
り
ま
し
た
。

ひおき歴史街道 No.27 島津義久生誕490年　雪窓院跡
日置市教育委員会社会教育課文化係

い
わ
つ
る
ぎ

よ
し
ひ
さ

か
も
う
じ
ょ
う

た
か
ひ
さ

ぶ
に
ん

せ
ん
し
ゅ
う
ざ
ん

【参考図書・史料】『鹿児島県史料』旧記雑録後編１・地誌備考２（鹿児島県）、『三国名勝図会』、鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書80『薩摩藩主島津家墓所（福昌寺跡）調査報告書』
（鹿児島市教育委員会）、『島津家資料　島津氏正統系図』全（島津家資料刊行会）、塩満郁夫氏編『鹿児島県史料拾遺』14「伊集院由緒記」（「鹿児島県史料拾遺」刊行会）、桐野作人氏
『さつま人国誌』戦国・近世編２・３（南日本新聞社）、新名一仁氏『島津貴久―戦国大名島津氏の誕生』中世武士選書37（戎光祥出版）、『島津四兄弟の九州統一戦』（星海社）、『「不
屈の両殿」島津義久・義弘―関ヶ原後も生き抜いた才知と武勇』（KADOKAWA）

雪窓院跡「三国名勝図会」

せっ　そう　いん　あと

て
ん
ぶ
ん

い
ざ
く

い
ち
じ
ょ
う
い
ん

う
い
じ
ん

か
ぶ
と

え
い
ろ
く

し
ゅ
り
の
だ
い
ふ

し
げ
さ
と

い

ち

う

じ

じ
ょ
う

せ
っ
そ
う
み
ょ
う
あ
ん
だ
い
し

ぼ

だ

い

じ

つ
い
と
う
か

　雪窓院は、二株和尚を開山とする曹洞
宗寺院。本尊は、聖観音他３体。江戸時
代は、田布施常珠寺（南さつま市）の末
寺で、義久が寄付した寺田100石を有し
ました。当時は、義久の母の位牌と墓が
ありましたが、昭和３年（1928年）６
月13日、墓は、福昌寺跡（鹿児島市）
の島津家墓所に改葬されています。

しょうかんのん

いはい

わ

令和３年度　日置市水道事業会計の

決算概要をお知らせします

  収益的収支   資本的収支
　総収益は水道料金、給水負担金等８億 6,828万
円、総費用は企業職員の人件費、施設の維持管理
費等７億 7,001万円で、純利益は 9,827万円とな
り､右の資本的支出の補填財源に充てました。

　収入は市からの負担金など２億1,880万円、支
出は水道管などの水道施設を整備・更新するため
の経費（建設改良費）5億7,133万円、企業債償
還金（借入金の元金償還）１億1,486万円、計６
億8,619万円となりました。
　財源不足となった４億6,738万円は、左の収益
的収支の純利益、損益勘定留保資金(将来に向け
ての貯え)などで補填しました。

[ 単位：千円　消費税抜 ]

[単位：千円　消費税込]

給水状況

お問い合わせ先

◆給水人口　45,119人(令和２年度比　236人減)　　　　
◆給水箇所数(住居、事務所など)　23,205カ所〔令和２年度比　70カ所増〕　
◆年間配水量　6,624,853㎥　
◆年間有収水量(料金収入となった水量)
　4,914,777㎥〔有収率　74.2％〕

  企業債残高   1,021,818 千円

人口減少による収入減、
設備・管路の老朽化、
財源の確保が課題です！

営業収益
(水道料金など )
686,356

その他
(長期前受金など )
116,108

維持管理費など
398,924

収益
868,287

費用
770,015

減価償却費
348,894

その他
47

純利益
98,272

建設改良費

571,332
水道施設の整備
にかかる費用支出

686,191

収入
218,807

財源不足

収益的収支の純利益、
損益勘定留保資金
などによる補填額

467,384

工事負担金
120,646

企業債償還金
(借入金の元金償還 )
114,859

企業債
48,294

国庫補助金
49,811 固定資産

売却代金
56

市補助金
65,823

上下水道課総務経理係　TEL  099-248-9424

　水道事業会計は、「収益的収支」と「資本的収支」の枠組みがあります。収益的収支は、水道水をお届け
するための営業部門、資本的収支は施設を整備するための建設部門です。

支払利息

22,150
企業債借入に
対する支払利息
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国体通信

特 別

国体開催に向けた取り組み国体開催に向けた取り組み

　国内最大のスポーツの祭典「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」が県内各地で開催されます。
　鹿児島県では1972年（昭和47年）に開催された第27回国民体育大会（通称「太陽国体」）以来、実に
51年振り２回目となります。
　全国から集まった代表選手が、各競技で熱い戦いを繰り広げます。ぜひ皆さんも応援とおもてなしを
して、「オール鹿児島」でかごしま国体を盛り上げましょう！

　第77回国民体育大会（いちご一会とちぎ国体）において、鹿児島県勢は、テニス成年男子や陸上男女
混合1600メートルリレーなど12種目で優勝（特別競技を含む）しました。2019年茨城国体の９種目を
上回り、過去10年で最多となりました。
　日置市実行委員会では、「レスリング競技（足利市）」と「軟式野球競技（宇都宮市・小山市・矢板市・
日光市・益子町）」を中心に視察し、各会場地の担当者に開催までの準備状況などを確認しました。

＊競泳　初瀬有志監督（伊集院町）
＊競泳　野元良寛監督（伊集院町）
＊弓道　小倉　潤監督（東市来町）
＊陸上　立迫大徳選手（伊集院町）
＊陸上　下池将多郎選手（東市来町）
＊バレーボール６人制　
　　  津田大地選手（伊集院町）
＊サッカー　藤吉純誠選手（伊集院町）
＊卓球　折田早希子選手（伊集院町）
＊水球　東福壱昊選手（東市来町）
＊バスケットボール　
　　　山﨑将也選手（日吉町）

全国から訪れる皆さんを温かくお迎えするため、
さまざまな活動に取り組んでいます。

いよいよ開催 10月7日㈯～17日㈫

「オール鹿児島」で国体を盛り上げよう!!

今年は会場に行って鹿児島選手団の応援をしよう！

企業・団体申込

大会運営や広報の
ボランティアを募集中

花育てボランティアの
募集（2月から）

応援幕（小中学生）や
階段アートの作成（各園）

ご協力いただける企業
団体を募集中

第77回国民体育大会

▲モザイクアート作品

▲各都道府県の応援のぼり旗 ▲メイン看板

日置市から11人の方が監督・選手
として出場されました。

第22回全国障害者スポーツ大会
＊水泳　焼山志穏選手　（日吉町）

歓  迎  装  飾

ボランティア申込

令和３年度　日置市下水道事業会計の

決算概要をお知らせします

  収益的収支   資本的収支
　収益は下水道使用料金、補助金などで７億
5,227万円、費用は汚水をきれいにする費用や減
価償却費、施設整備のために借りた資金の利息な
どで４億9,004万円で、純利益は２億6,223万円
となり、資本的支出の補填財源に充てました。

　収入は、施設整備のために借りる資金、補助金
などで9,915万円、支出は汚水処理場や汚水管な
どの下水道施設を整備・更新するための経費（建
設改良費）5,851万円、施設整備のために借りた
資金の返済（利息を除く）で２億2,894万円で
す。

[ 単位：千円　消費税抜 ]

[ 単位：千円　消費税込 ]

  企業債残高    2,056,295千円

※公営企業会計においては、資本的収支の収入が支出に対して不足するため、収益的収支から損益勘定留保
　資金などで補てんすることが一般的です。

　下水道事業会計は、「収益的収支」と「資本的収支」の枠組みがあります。収益的収支は、汚水を処理す
るための営業部門、資本的収支は施設を整備するための建設部門です。

処理状況

市補助金
304,298

下水道収益
（下水道使用料など）

287,841

維持管理費など
205,913

収益
752,275

費用
490,044 減価償却費252,253

その他
長期前受金など
148,913

純利益
262,231

建設改良費
下水道施設の整備
にかかる費用
58,516

支出
287,459

収入
99,157

財源不足

188,302

企業債償還金
（借入金の元金償還）

228,943

企業債
63,600

国補助金
24,750

受益者負担金
9,664

国補助金
11,223

損益勘定留保資金
などによる補填額

1,143
使用者協力金

支払利息

31,878
企業債借入に
対する支払利息

お問い合わせ先
上下水道課総務経理係　TEL  099-248-9424

◆処理区域内人口　19,263人（令和2年度比　53人増）
◆年間有収水量　2,082,488㎥
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早く気づき、相談や受診をすることが大事！「若いから大丈夫」で見過ごさないように

原因を特定できないことが多いが、生活習慣病の予防は大切！

情報
イチ    　マル　    マル

～人生���年時代のために���のアクションを起こそう～

アクション 理解を深めよう、若年性認知症のこと

認知症とともに生きる時代へ
～若年性認知症の方（認知症希望大使）からのメッセージ～

身近な相談窓口

鹿児島県若年性認知症相談窓口

 TEL 099-251-4010
鹿児島県鴨池新町１-７
（鹿児島県社会福祉センター２階）

住所

日置市地域包括支援センター

 TEL 099-248-9423
日置市伊集院町郡一丁目100番地
（日置市役所敷地内）

住所

　若くても認知症になる可能性があることを、皆さんはご存知でしょうか。65歳未満で発症する認知症を、
「若年性認知症」といいます。男性に多い傾向があり、発症の平均年齢は51歳と言われています。

日本医療研究開発機構認知症研究開発事業による「若年性認知症の有病率・生活実
態把握と多元的データ共有システムの開発」（2020年3月）

　若年性認知症は、「もの忘れが増えた」「仕事や家事でのミスが目立つようになった」などの症状
に気づいても「ストレスかも」「疲れかも」と思い受診が遅れる場合があります。本人や家族が現役世
代に発症することが多いため、仕事や子育て、経済的な不安が大きいと思われます。
　気になる症状がある時は、早期に専門医を受診し、診断を受け、適切な治療や
支援につながることが大切です。将来の生活に向けた準備を進めることにもつな
がり、症状の進行を緩やかにし、不安も軽減しやすくなります。

　認知症と診断されたときはショックで引きこもりがちになりましたが、周囲の人のサポートのおかげで自分ので
きることを生かしながら、楽しく仕事を続けることができています。認知症によってできなくなることが増えてい
ますが、自分のことは自分で決めたいし、多くの人と関わりながら、自分らしく生きていきたいと思っています。

　専門コーディネーターが総合的な相談、支援を
行っています。

　認知症にはさまざまな種類がありますが、脳血管性認
知症は、脳梗塞や脳出血が主な原因となります。また、
高血圧や脂質異常症、糖尿病などを発症していると脳血
管性認知症になるリスクが3.4倍も高くなると言われて
います。
　高血圧や糖尿病などの生活習慣病の予防、運動不足の
改善、ストレス解消、人との交流、出来ることを続ける
ことなどが認知症の予防や進行を遅らせることに関係し
ていると言われています。

アルツハイマー型認知症
脳血管性認知症
前頭側頭型認知症
外傷による認知症

その他

52.6%
17.1%
9.4%
4.2%

12.6%

若年性認知症（調査時65歳未満）の診断種別内訳

4.1%レビー小体型認知症
パーキンソン病による認知症

平日　10時から16時

　認知症や介護に関する相談やサポートなどを行っ
ています。

平日８時30分から17時15分

疾患名 割合

～環境負荷の少ない暮らしを実践し、
循環型社会を構築する～

日置市環境だより
持続可能な世界を実現するための17の目標

2 0 3 0 年に向けて
世界が合意した
「持続可能な開発目標」です

発火の危険があるごみの出し方にご注意ください。
注意

▲敷地配置図

　11月に燃やせないごみを収集していたごみ収集車の中から、溶けている
ごみ袋が見つかりました。
　確認をしたところ、ガスの入ったライターが原因とみられます。
　発火の危険性があるごみは、「ごみ分別の手引き等」をご確認のうえ、正
しい分別・正しいごみの出しのご協力をお願いします。 

　周囲に火の気のないことを確認し、操作レバー
を押し下げ（着火した場合はすぐ吹き消す）ガス
を完全に抜きます。
　確認のために着火操作を行い、火が付かなけれ
ば完了です。 カセットボンベやスプレー缶も中身を使い

切り、穴をあけてから「燃やせないごみ」
へ出してください。

※プラスチック製のライターは「燃やせるごみ」
　で出してください。

（
仮
称
）南
薩
地
区
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　南
薩
地
区
（
日
置
市
、
南
さ
つ
ま

市
、
南
九
州
市
、
枕
崎
市
）
で
は
、
ご

み
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
ご
み

の
排
出
量
の
削
減
、
地
域
の
人
口
減
少

に
伴
う
担
い
手
不
足
、
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
増
大
な
ど
の
課
題
を
考
慮
し
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
広
域
化
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
新
た
な
ご
み
処
理

施
設
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
新
施
設
で
は
、
将
来
に
わ
た

り
、
安
全
で
安
定
し
た
ご
み
の
適
正
処

理
と
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

令和６年９月稼働予定
場所：南さつま市金峰町高橋地内

▲完成イメージ
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HIOKI  informationHIOKI  information

　
　
　
　
　
１
人

　
　
　
　
　
子
ど
も
や
家
庭
に
関
す
る
相

談
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
主
事
と
し

て
２
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た

者
、
ま
た
は
前
者
に
準
ず
る
者
で
あ
り
相

談
員
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る

者
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
　
月
17
日
（
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
の
う
ち
７
・
５
時
間
以
内
）

　
　
　
　
　
本
庁
こ
ど
も
未
来
課
（
日
置

市
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
時
給
１
０
１
１
円

　
　
　
　
　
雇
用
保
険
・
社
会
保
険

  

　
　
　
　
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
支
給

※市役所各課の電話番号は全て直通になっています。
　お掛け間違いのないようお気を付けください。

広報 ひおき

  

　
　
　
　
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
支
給

雇
用
期
間
　
雇
用
開
始
日
か
ら
令
和
５
年

３
月
31
日

　
　
　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
申
込
書

※

用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　
書
類
選
考
、
面
接

　
　
　
　
　
１
月
27
日
㈮
午
後
５
時
必
着

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係

☎
０
９
９-

２
０
１-

３
４
２
１

在
宅
医
療
と
介
護
を
つ
な
ぐ
講

演
会
を
開
催
し
ま
す

こ
ど
も
エ
コ
す
ま
い
支
援
事
業

に
つ
い
て

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
在
宅
医
療
と

介
護
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
る
よ
う

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
１
月
25
日
㈬ 
午
後
２
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

　
　
　
　
　
日
置
市
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
在
宅
医
療
や
介
護
に
関
心
の

あ
る
方
（
80
人
先
着
）

①
講
演
　「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き

る
方
法
〜
流
行
り
の
人
生
会
議
と
や
ら
を

ど
う
使
う
？
〜
」

講
師
　
濱
田
努
先
生
（
き
い
れ
浜
田
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

「
第
69
回
全
国
文
化
財
防
火
デ
ー
」

に
つ
い
て

税
理
士
事
務
所
に
よ
る
所
得
税
・

消
費
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

　
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で

す
。
昭
和
24
年
１
月
26
日
の
法
隆
寺
金
堂

壁
画
火
災
を
教
訓
と
し
て
、
毎
年
１
月
26

日
に
全
国
で
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
文
化

財
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
日
置
市
女
性
セ
ン
タ
ー
銀
天
街
の
運
営

ス
タ
ッ
フ
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
若
干
名

　
　
　
　
　
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

の
資
格
を
有
す
る
方

　
　
　
　
　
利
用
者
の
支
援
（
託
児
を
含

む
）、
女
性
セ
ン
タ
ー
銀
天
街
の
管
理
運

営
（
環
境
整
備
、
各
種
講
座
や
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
・
支
援
な
ど
）

　
　
　
　
　
日
置
市
女
性
セ
ン
タ
ー
銀
天
街

勤
務
日
数
　
月
７
日
程
度

原
則
、
水
、
金
、
日
曜
日
勤
務
（
交
代
制
）

※

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
指
定
す
る
日
時

の
勤
務
あ
り
。

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
の

う
ち
７
時
間

雇
用
期
間
　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
６
年
３
月
31
日

雇
用
期
間
　
時
間
額
９
２
２
円

  

　
　
　
　
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
支
給

　
国
に
お
い
て
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
子
育

て
世
帯
・
若
者
世
帯
夫
婦
に
よ
る
高
い
省

エ
ネ
性
能
（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
レ
ベ
ル
）
を
有
す
る

住
宅
の
新
築
や
、
世
帯
を
限
定
せ
ず
一
定

の
要
件
を
満
た
す
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場

合
に
補
助
金
を
交
付
す
る
「
こ
ど
も
エ
コ

す
ま
い
支
援
事
業
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
の
交
付
申
請
は
事
業
者
（
施
工
業

者
、
分
譲
事
業
者
な
ど
）
が
行
い
、
全
額

を
住
宅
所
有
者
に
還
元
す
る
も
の
と
し
、

令
和
５
年
３
月
ご
ろ
か
ら
申
請
受
付
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
こ
ど
も
エ
コ

す
ま
い
支
援
事
業
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

こ
ど
も
エ
コ
す
ま
い
支
援
事
業
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

《
Ｕ
Ｒ
Ｌ
》https://w

w
w
.m
lit.go.jp/

jutakukentiku/house/jutakukent

募
集
人
員

仕
事
内
容

勤
務
形
態

加
入
保
険

通
勤
手
当

期
末
手
当

雇
用
期
間

提
出
書
類

提
出
書
類

日
置
市
女
性
セ
ン
タ
ー
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
募
集
に
つ
い
て

登
記
事
務
員
お
よ
び
市
道
管
理

作
業
員
の
募
集
に
つ
い
て

家
庭
相
談
員
の
募
集
に
つ
い
て

対
象
者

②
介
護
体
験
発
表
・
情
報
提
供

　
　
　
　
　
電
話
に
て
１
月
20
日
㈮
ま
で

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９-

２
４
８-

９
４
２
３

必
要
な
経
験
な
ど

内
容

賃
金

受
付
時
間

選
考
方
法

申
込
方
法

勤
務
場
所

勤
務
日
数

勤
務
時
間

雇
用
期
間

通
勤
手
当

業
務
内
容

募
集
人
員

応
募
要
件

　
次
の
職
種
に
つ
い
て
募
集
し
ま
す
。
雇

用
期
間
は
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
応
募
さ
れ
る

方
は
職
種
ご
と
の
提
出
先
で
準
備
し
て
い

る
「
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
付
の

う
え
、
１
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
様
式
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

【
１
】
登
記
事
務
員

　
　
　
　
　
登
記
事
務
員

　
　
　
　
　
地
積
測
量
図
チ
ェ
ッ
ク
、
嘱

託
登
記
書
作
成
、
戸
籍
の
追
掛
け
、
相
関

図
作
成
な
ど
の
出
来
る
方

募
集
人
員
　
若
干
名

　
　
　
　
　
本
庁
建
設
課
（
伊
集
院
町
下

谷
口
１
９
６
０
番
地
１
）

募
集
人
員
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
月
14
日
以
内
）

参
加
者
募
集
！
第
４
回
お
し
ゃ
べ

り
カ
フ
ェ
　
み
ん
な
で
話
そ
う
　

日
置
と
オ
リ
ー
ブ
の
こ
と

　
日
置
市
は
地
域
活
性
化
と
産
業
振
興
を

目
指
し
て
、
オ
リ
ー
ブ
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
日
置
と
オ
リ
ー
ブ
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
知
り
、
未
来
に
つ
い

て
一
緒
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
２
月
４
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
正
午

　
　
　
　
　
鹿
児
島
オ
リ
ー
ブ
株
式
会
社

本
社
工
場（
東
市
来
町
湯
田
１
６
９
２-

１
）

　
　
　
　
　
①
鹿
児
島
オ
リ
ー
ブ
㈱
水
流

氏
に
よ
る
ミ
ニ
講
義
で
学
び
ま
し
ょ
う

②
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
方
式
で
楽
し
く
自

由
に
対
話
し
ま
し
ょ
う

募
集
人
数
　
中
学
生
以
上
20
人
（
お
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
）

　
南
九
州
税
理
士
会
伊
集
院
支
部
で
は
、

税
理
士
の
税
務
支
援
の
一
環
と
し
て
、
税

理
士
事
務
所
で
所
得
税
・
個
人
の
消
費
税

の
申
告
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
予

約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
各
税
理
士
事
務
所
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
告
に
関

す
る
相
談
は
無
料
で
す
が
、
具
体
的
に
申

告
書
・
決
算
書
・
帳
簿
作
成
を
依
頼
さ
れ

る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。
電
話
予

約
の
際
に
各
税
理
士
事
務
所
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
２
月
１
日
㈬
か
ら
２
月
28
日

㈫
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

南
九
州
税
理
士
会
伊
集
院
支
部

泉
國
　
昭
　
☎
２
７
２-

３
０
０
６

窪
田
　
泉
　
☎
２
７
３-

０
３
８
６

東
福
和
彦
　
☎
２
７
４-

６
７
８
３

松
浦
真
了
　
☎
２
７
２-

２
８
３
３

勤
務
地

日
時

日
時

職
種

場
所

場
所

報
酬
額

報
酬
額

提
出
期
限

iku_house_tk4_000215.htm
l

☎
０
３-

６
７
０
４-

５
５
３
７

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
、

日
、
祝
日
を
含
む
。）

※

今
後
選
定
す
る
事
務
局
に
お
い
て
、
専

用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
１
月
頃
に
開
設

す
る
予
定
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
期
間
は
、
右
記
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
文
化
財
の
所
有
者
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
防
災
訓
練
の
実
施
や
消
防
設
備
の
点

検
、
防
災
対
策
の
実
施
な
ど
を
行
い
、
日

常
管
理
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
文
化
財
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
つ
く
り
、

長
い
間
守
り
続
け
た
地
域
の
財
産
で
す
。

文
化
財
を
未
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
皆
さ
ま
の
周
り
に
あ
る
文
化
財
を
守

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
社
会
教
育
課
文
化
係

☎
０
９
９-

２
４
８-

９
４
３
２

　
　
　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
申

込
書
１
部
提
出
（
写
真
貼
付
）

※

申
込
書
は
本
庁
企
画
課
お
よ
び
各
支
所

地
域
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　
　
　
　
　
２
月
10
日
㈮
必
着

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
企
画
課
国
際
交
流
・
男
女
共
同
参
画
係

☎
０
９
９-

２
４
８-

９
４
０
３

選
考
方
法

受
付
期
間

提
出
期
限

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

の
う
ち 

７
・
５
時
間

　
　
　
　
　
時
間
額
１
０
７
７
円

　
　
　
　
　
雇
用
保
険
、
社
会
保
険

　
　
　
　
　
２
月
17
日
㈮
必
着

【
２
】
市
道
管
理
作
業
員

　
　
　
　
　
道
路
作
業
員

　
　
　
　
　
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し

て
い
る
方

　
　
　
　
　
若
干
名
（
各
地
域
）

　
　
　
　
　
伊
集
院
、
東
市
来
、
日
吉
、

吹
上
地
域

　
　
　
　
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
月
20
日
以
内
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

の
う
ち
７
・
５
時
間

　
　
　
　
　
時
間
額
９
２
２
円

　
　
　
　
　
雇
用
保
険
、
社
会
保
険

　
　
　
　
　
２
月
17
日
㈮
必
着

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
建
設
課
管
理
係

☎
０
９
９-

２
７
３-

８
８
７
１

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
建
設
管
理
係

応
募
資
格

募
集
人
員

勤
務
形
態

勤
務
時
間

勤
務
先

　
　
　
　
　
１
月
27
日
㈮
ま

で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
応

募
の
ほ
か
申
込
先
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

第
４
回
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
事
務
局
（
農

林
水
産
課
内
）

☎
０
９
９-

２
７
３-

８
８
７
０

内
容

募
集
人
数

申
込
方
法

加
入
保
険

加
入
保
険

報
酬
額

提
出
期
限

提
出
期
限

職
種

応
募
資
格

募
集
人
員

勤
務
形
態

勤
務
時
間

勤
務
先
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HIOKI  information

日
置
市
商
工
会
共
通
商
品
券
に

つ
い
て

原
子
力
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

HIOKI  information

　
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
今
年
度
に
76
歳
お
よ
び
80
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
を
対
象
に
、
口
腔
健
診
（
お
口

元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
期
に
な
る
と
、
む
せ
こ
ん
だ
り
、
の

ど
に
つ
か
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ

れ
が
原
因
で
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
健
診
は
、「
歯
」
だ

け
で
な
く
、「
お
口
の
機
能
」
も
含
め
て

検
査
し
ま
す
の
で
、
義
歯
（
入
れ
歯
な
ど
）

を
使
用
中
の
方
も
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
６
月
初
め
に
受
診
券
（
オ

レ
ン
ジ
封
筒
）
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
県
内
の
歯
科
医
療
機
関
へ
問

い
合
わ
せ
、予
約
の
上
、ご
受
診
く
だ
さ
い
。

　
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
受
診
券

の
再
発
行
を
行
い
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
１
月
31
日
㈫
ま
で

　
　
　
　
　
健
診
期
間
内
で
１
回

　
　
　
　
　
無
料

　
　
　
　
　
今
年
度
76
歳
・
80
歳
に
到
達

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

76
歳
：
昭
和
21
年
４
月
１
日
〜
昭
和
22
年

３
月
31
日
生

80
歳
：
昭
和
17
年
４
月
１
日
〜
昭
和
18
年

３
月
31
日
生

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診
の

ご
案
内

受
診
回
数

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律

相
談
所
開
設
に
つ
い
て

年
金
相
談
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
２
月
２
日
㈭

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　
　
　
　
　
日
置
市
中
央
公
民
館
３
階
講
座
３

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
鹿
児
島
支
部
会
員

　
　
　
　
　 

不
動
産
登
記
全
般
（
権
利
関

係
）、
民
事
一
般
、
後
見
、
多
重
債
務

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
司
法
書
士
の

業
務
範
囲
に
よ
り
相
談
が
制
限
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
無
料

　
　
　
　
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30

分
で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先

し
ま
す
。

【
予
約
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
２
５
６-

０
３
３
５

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
の
専
門
相
談
員

が
年
金
を
受
け
取
る
手
続
き
や
仕
組
み
、

保
険
料
な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

相
談
従
事
者

相
談
料

健
診
料

対
象
者

そ
の
他

相
談
内
容

日
時

場
所

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
24
日
㈫

吹
上
中
央
公
民
館
２
階
大
会
議
室

２
月
28
日
㈫

東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

　
　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
日
置
支
部
会
員

　
　
　
　
　
相
続
、
後
見
、
公
正
証
書
、

離
婚
、
そ
の
他
生
活
相
談

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
行
政
書
士
の

業
務
範
囲
に
よ
り
相
談
が
制
限
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
無
料

　
　
　
　
　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30

分
で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
種
子
島
行
政
書
士
事
務
所

☎
２
７
２-

２
４
０
５

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

行
政
書
士
岩
井
田
健
太
郎
事
務
所

☎
０
９
０-

２
７
１
９-

２
１
１
９

相
談
従
事
者

相
談
内
容

日
程
お
よ
び
場
所

時
間

健
診
期
限

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

業
務
課
　
保
健
事
業
班

☎
０
９
９-

２
０
６-

１
３
２
９

　
日
置
市
立
図
書
館
の
図
書
館
司
書
（
会
計
年

度
任
用
職
員
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
若
干
名

　
　
　
　
　
月
20
日
以
内
、
月
13
日
以
内

　
　
　
　
　（
司
書
業
務
）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
７
時
15
分
の
う
ち
７
・
５
時
間

シ
フ
ト
制
・
土
日
祝
日
勤
務
あ
り

　
　
　
　
　
雇
用
保
険
、
社
会
保
険
（
14

日
以
上
の
場
合
）

　
　
　
　
　
日
置
市
内
図
書
館

　
　
　
　
　
時
間
額
８
５
７
円
か
ら

　
　
　
　
　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
支
給

　
　
　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
申
込

書
（
市
指
定
用
紙
）
１
部
提
出
（
写
真
貼
付
）

※

様
式
は
日
置
市
内
図
書
館
に
準
備
し
て

い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　
　
　
　
　
１
月
31
日
㈫
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
日
置
市
内
各
図
書
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
中
央
図
書
館

☎
０
９
９-

２
７
３-

６
８
８
６

図
書
館
司
書
の
募
集
に
つ
い
て

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

加
入
保
険

勤
務
時
間

応
募
方
法

通
勤
手
当

雇
用
期
間

募
集
人
員

勤
務
日
数

報
酬
額

選
考
方
法

提
出
期
間

勤
務
先

提
出
先

　
　
　
　
　
教
育
一
般
に
関
し
て
豊
か
な

経
験
を
有
し
、
か
つ
、
社
会
教
育
に
関
す

る
指
導
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
方
。
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
事
務
処
理
が
で
き
る
方
。

　
　
　
　
　
若
干
名

　
　
　
　
　
社
会
教
育
関
係
団
体
の
指
導

助
言
、
社
会
教
育
に
関
す
る
事
務
、
生
涯

学
習
支
援
に
関
す
る
事
務

　
　
　
　
　
月
17
日

　
　
　
　
　
雇
用
保
険
、
社
会
保
険

　
　
　
　
　
時
間
額
１
０
３
６
円

　
　
　
　
　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
日
置
市
指
定
の
会
計
年
度
任

用
職
員
登
録
申
込
書
１
部
（
写
真
貼

付
）
、
応
募
の
動
機
（
４
０
０
字
詰
め
原

各
種
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。
本
人
確
認

の
た
め
に
公
的
機
関
発
行
の
顔
写
真
付
き

証
明
と
年
金
手
帳
な
ど
の
関
係
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　
２
月
15
日
㈬
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

　
　
　
　
　
日
置
市
中
央
公
民
館
３
階

研
修
室
２
・
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
市
民
生
活
課
年
金
係

☎
０
９
９-

２
４
８-

９
４
１
４

日
時

場
所

業
務
内
容

社
会
教
育
指
導
員
の
募
集
に

つ
い
て

応
募
資
格

募
集
人
員

勤
務
日
数

加
入
保
険

報
酬
額

雇
用
期
間

稿
用
紙
２
〜
３
枚
程
度
）

　
　
　
　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
募
集
要

項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項

は
、
日
置
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
２
月
３
日
㈮

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
２
４
８-

９
４
３
２

　
放
送
大
学
は
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
幅
広
い
世
代
の
８
万
５
千
人
以

上
の
学
生
が
、
大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し

み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

　
立
春
（
２
月
４
日
）
か
ら
春
分
（
３
月

21
日
）
ま
で
の
期
間
、
低
気
圧
前
線
に
向

か
っ
て
吹
き
込
む
強
い
風
「
春
一
番
」
の

影
響
で
荒
天
と
な
り
海
の
事
故
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
船
舶
の
運
航
や
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
活
動
の
際
は
最
新
の
気
象
情

報
を
確
認
し
、
荒
天
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
活
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

串
木
野
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
０
９
９
６-

３
２-

２
３
６
２

　
市
で
は
、
国
、
県
、
事
業
者
な
ど
と
共

同
し
て
原
子
力
防
災
に
係
る
総
合
的
な
訓

練
を
実
施
し
、
関
係
機
関
相
互
の
連
携
強

化
や
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
に
、
鹿
児
島
県
原
子
力
防
災
訓
練
に
合

わ
せ
て
日
置
市
原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
２
月
11
日
㈯
午
前
７
時
30
分

か
ら
午
後
６
時
ま
で
（
予
定
）

※

災
害
の
発
生
ま
た
は
災
害
の
発
生
の
恐
れ

が
あ
り
、
そ
の
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

に
は
訓
練
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
災
害
対
策
本
部
設
置
、
広
報
訓
練
《
午

前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
》

●
避
難
誘
導
訓
練
（
バ
ス
に
よ
り
避
難
）

《
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
》

提
出
書
類

そ
の
他

提
出
期
限

出
願
期
間

「
春
一
番
」
南
風
（
は
え
ん
か
ぜ
）

に
注
意
〜

　
日
置
市
商
工
会
で
は
、
商
工
会
の
加
盟

店
で
利
用
で
き
る
共
通
商
品
券
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
有
効
期
限
は
発
行
か
ら
６
カ

月
間
で
、
令
和
４
年
11
月
末
現
在
で
２
９

１
（
地
域
店
２
６
９
店
舗
・
大
型
店
22
店

舗
）
の
利
用
可
能
な
加
盟
店
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
共
通
商
品
券
は
、
１
枚
５
０
０
円
の
額

面
で
商
工
会
本
所
・
各
支
所
で
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
、
贈
答
用
や
自
治
会
行
事
な

ど
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
市
商
工
会
伊
集
院
本
所

☎
０
９
９-

２
７
２-

２
２
２
２

●
避
難
退
域
時
検
査
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
配

布
訓
練
（
日
吉
総
合
体
育
館
）
《
午
前
10

時
〜
午
前
11
時
》

　
　
　
　
　
鹿
児
島
県
原
子
力
防
災
ア
プ

リ
を
活
用
し
た
各
種
訓
練
や
、
広
報
訓
練

と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
、
車
両
広
報
な

ど
に
よ
り
、
市
内
全
域
に
対
し
て
情
報
伝

達
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

◆
バ
ス
で
の
避
難
誘
導
訓
練
参
加
者
を
募

集
中
!!

　
　
　
　
　
市
内
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に
お
住

い
の
方
（
先
着
20
名
）

　
　
　
　
　
電
話
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
総
務
課
防
災
係
☎
２
４
８-

９
４
０
１

日
時

内
容（
時
間
は
予
定
）

そ
の
他

対
象

申
込
方
法

そ
の
他

予
約
先

相
談
料

※プレミアム付商品券ではあり
　ませんのでご注意ください。

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以

上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 

《
第
１
回
》
２
月
28
日
ま
で
、

《
第
２
回
》
３
月
14
日
ま
で

【
資
料
請
求
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９-

２
３
９-

３
８
１
１
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日置市立図書館ホームページ 検 索

おすすめ本紹介

　新しい年が明けました。最近は普段と変わ
らない日を過ごす人も多いと思いますが、日
本人は昔からお正月を特別な節目のときと考
え、門松やしめ縄を飾り、お節料理やお餅を
準備し、初日の出を拝んだり、神社に初詣に
出かけたりして、気持ちを新たにして新年を
迎えてきました。
　市民の皆さまも、夢や希望を高く掲げて、
新しい年を迎えられたことと思います。その
思いが実現されることをお祈りします。私た
ちは日々の生活を営んでいく上で、「知りたい・
学びたい・楽しみたい」という状況が出てき
ます。そのときに、少しでもお役に立てるのが、
図書館の役割の一つでもあります。どうぞ、
今年も折にふれ、図書館を活用していただき
たいと思います。

図書館長のひとり言イベント情報

開館情報

「新しい年を迎えて」

図書館へようこそ！
ー Ｇｏ ｔｏ Ｌｉｂｒａｒｉｅｓ ー

むぎばたけのおはなし会
みつばち文庫のおはなし会
図書館友の会
どようおはなし会
こけけおはなし会
おはなし会
成人読書会
２～３歳児のおはなし会
おはなし会（ぽけっとファンタジー）
赤ちゃんのおはなし会
おはなし会

１月25日（水）、２月８日（水）10：30～
１月28日（土）10：30～
１月31日（火）9：30～
２月４日（土）10：30～
２月４日（土）10:30～
２月11日（土）14：30～
２月15日（水）10：30～
１月21日（土）14：00～
１月28日（土）10：30～
２月４日（土）14:00～
２月11日（土）10:30～

中央図書館

イベント名 日　　　時場　　所

ひよし図書館

ふきあげ図書館

東市来図書館

◎イベントは状況により、中止や時間の短縮、内容を変更する場合があります。

おすすめ本紹介

　さまざまな生物
が生きるために “隠
れる” 様子を美しい
写真で紹介する図
鑑。
　パンサーカメレ
オンやハナカマキ
リ、シロフクロウな
ど 110 種類の生物
を地域別に掲載。

　将来の夢、まだ決
まっていなくても大
丈夫。
　舞台役者や教師、料
理人などさまざまな
仕事や活動を経て、現
在は国際協力機関で
働く著者が、若者に向
けて、自分らしく生き
る方法をアドバイス。

ステーブ・パーカー／著　東京書籍／刊

今月のイチ押し!!今月のイチ押し!!

ひよし
図書館

東市来
図書館

田仕雅淑／著　技術評論社／刊藤田彩歌／著　YAMAHA／刊

中央
図書館

ジョン・ヘア／作　岩崎書店／刊

ふきあ
げ

図書館

　わにがめのアルは、池の底で大きな口を
あけ、ミミズのような舌をゆらゆらさせて、

さかなをおびき
よせようとして
います。たくさ
んのさかなが集
まってきますが
…。わにがめア
ルのおもしろい
お話。

岡本啓史／作　岩波書店／刊

中央
図書館
オスス

メ!

　一つ屋根の下に、20
代から106歳までの
音楽家が暮らすと…。
作曲家ヴェルディが私
財で設立した音楽家の
ための高齢者施設「カー
ザ・ヴェルディ」に、20
代で入居することになっ
たメゾソプラノ歌手が
綴るエッセイ。

　県境の看板を超
えただけで別の世
界に来たような感
覚におちいる不思
議感。日本は県境
だらけ。面白い県
境を探してみませ
んか。

｢なりたい自分との
　　　　　 出会い方」

「おまえたち、
　　    くっちゃうぞ」

「カーザ・ヴェルディ」 「県境マニアと行く
くるっとふしぎ県境ツアー」

「カモフラージュ」

毎週木曜日、１月17日（火）
毎週月曜日、１月27日（金）
毎週月曜日、２月10日（金）
毎週月曜日、２月17日（金）

273-6886
274-9610
292-2001
245-1711

中央図書館
東市来図書館
ひよし図書館
ふきあげ図書館

９：00～19：00

９：00～18：00
（土・日・祝日）
９：00～17：00

図　書　館 開　館　時　間 休　館　日 電　話

市長おすすめ

　登場人物がそれぞれに国を思い、家
族を思う。それぞれの気持ちが交錯し

ながら、国政はダ
イナミックに動く。
この結末には賛否
が分かれそうです。
政治を題材にした
小説は普段あまり
読まないのですが、
この本は面白く読
めました。

「トップリーグ」「トップリーグ」
作：相場英雄　　出版社：角川春樹事務所

P O S T  C A R D

お手数ですが
63 円切手を
お貼りください

日置市役所
総務課秘書広報係

◎ご氏名

◎ご住所

◎ペンネーム

※記入がない場合、イニシャルで掲載します。

フリガナ

年齢／　　　　　歳　

電話（　　　　　）　　　　　－

行
（No.213／ 2023.１月号）

◎今月のお題

～先月のお題は『2023年の抱負』でした～ ～日置市のこと、身近な話題等なんでもお聞かせください～

今月のお題 フリートーク

あけましておめでとうございます！2023
年もスタートしましたが、どんなスタート
でしたか？そこで今月は「2023年１番最
初にしたこと」に関するエピソードをお待
ちしています。お便りを掲載させていた
だいた方に日置市特産「いちご」をプレゼ
ント。応募締切りは１月24日（火）当日消
印有効です。お便りをお待ちしています。

「2023年１番最初にしたこと」

※本庁、各支所に読者の声応募BOXも設置してあります。応募BOXの場合は切手もいりませんのでぜひご活用ください!!

8 9 9 2 5 9 2

地元が心地よい！というのはすごくわかります。私は生まれて
からずっと日置市に住んでいるので他を知らないということも
ありますが…。でもやっぱり地元に住み続けたいと思います！
お知り合いの方もよく日置市にいらっしゃるのですね！ここが
おすすめ！と紹介できるようまちを散策してみてください。り
らくまなさんが日置市の魅力をお知り合いに紹介してくれるこ
とが「住んでいるまちのためにできること」かもしれません！

おめでとうございます！最近は式典の様子を日置市の公
式インスタグラムでライブ配信しています。今年も配信
予定ですので、親戚の方にも紹介して皆さんで晴れ姿を
ご覧ください。息子さんと晩酌！最高じゃないですか！私
の友達もよく父親と晩酌をしています。おつまみには、日
置市産の鯛などいかがでしょう！！

旅行行きたいですね！お仕事の都合であったり、子ども
たちが小さかったりすると旅行に行くことは難しそうで
す。早くコロナ禍を脱出できれば、楽しむことだけを考
えて旅行にもいけるのになと思います。2023年に向け
て掲げた目標を達成できるように頑張りましょうね！

7年ぶりに地元日置市に戻り、住むことになって７
年を過ぎました。27年間、離島を含め県内を転々

としましたが、やはり地元は心地よい！同僚や知り合い
からも「伊集院は住みやすそうだ。よく買い物や食事に
行く！」と私より詳細な情報を教えてもらうことも。定
年退職後は、住んでいるまちのために何かできることが
あれば取り組んでみたい。そんな夢をあたためています！

（りらくまな　伊集院町　50歳代）

２

分だけは若いつもりでまだまだ若い人たちには負
けられないぞと意気込んでいました。でも2023年

は私も後期高齢者の仲間入り。気分だけでは足腰の衰え
は補えません。昔習った水泳を生活習慣に取り入れ、病
院通いしない健康な体でケガにも注意して平穏に1年を過
ごしたいです。　　　  （さざえさん　東市来町　70歳代）

気 子が20歳を迎えます。我が家の子どもたちも全員
無事に成長を見届けられたことに感謝しています。

明治９年に成人年齢が20歳と定められてから146年。ま
さか生きている間に引き下げられるなんて！日置市の式
典の名称も「二十歳を祝う式」に変更となる節目の年。
息子の晴れ姿を目に焼きつけます。夢だった息子との晩
酌も、後日満喫したいです。

（つまみは何にしようかな　伊集院町　50歳代）

息

「病は気から」と言ったりしますので、気持ちはとても
大事だと思います！水泳はとても健康によさそうです
ね。泳がずとも水の中を歩くリハビリなどもありますし
ね！私も健康のためにランニングをするようにしていま
す。適度に運動をして今年も健康に過ごしましょう！

お便りありがとうございます !

読者の声読者の声読者の声読者の声
～日置市お便り板～

このコーナーは読者の皆さんから
の生の声をご紹介するページです。
本紙への感想、皆さんの日置市で
の出来事など、たくさんの声をお
聞かせください。

掲示板

1 2

２023年の抱負といわれると仕事の抱負を１番に考え
てしまいましたが、2023年は「家族旅行に行くこ

と！」を抱負にしたいです。もともと出不精の夫婦とい
うことに加え、医療職ということもあり、コロナ禍と
なってから一度も旅行をしていません。子どもも６歳、
３歳になり、だいぶ手がかからなくなってきました。コ
マーシャルに流れるたび「ココ行きたい！」と子どもた
ちが言っている「USJ」にぜひ今年こそ行きたいです！

（うどん大好きおばさん　伊集院町　30歳代）

キリトリ線✂
⇧点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）
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田
中
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※享年は満年齢です。
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護
者
）
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治
会
）
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生
児
）
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保
護
者
）
（
自
治
会
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き
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さ
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や
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お
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な
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つ
き

そ
う
す
け

す
う
か

ひ
ま
り

み

な

み

ら

り

あ

か
な
た

ひ
な
た

ゆ
み
の

れ
い
じ

れ

お

や

や

こ
な
ぎ
さ

さ
く
ら

◆
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
年
を

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
の
理
想

と
し
て
い
る
正
月
は
、
コ
タ
ツ
に
入
り
な
が

ら
テ
レ
ビ
を
見
る
と
い
う
ゆ
っ
た
り
し
た
も

の
で
す
が
、
い
ざ
正
月
に
な
る
と
親
戚
に
会

い
に
行
っ
た
り
、
買
い
物
を
し
た
り
と
忙
し

く
し
て
し
ま
い
ま
す
。◆
こ
の
時
期
の
取
材

と
い
え
ば
、
「
成
人
式
」
で
す
。
成
人
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

日
置
市
で
は
「
成
人
式
」
か
ら
「
二
十
歳
を

祝
う
式
」
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
で
３
回
目

と
な
っ
た
式
の
取
材
。
キ
ラ
キ
ラ
し
た
若
者

の
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
な
現
場
は
楽
し
く
も
あ

り
、
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
参
加
し
て
い
る
皆
さ
ん
と
っ
て

は
、
一
生
に
一
度
の
晴
れ
舞
台
な
の
で
、
た

く
さ
ん
の
情
報
を
掲
載
し
た
い
と
思
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
広
報

ひ
お
き
デ
ジ
タ
ル
版
を
使
っ
て
、
た
く
さ
ん

の
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
（
公
開
中
）。
今

ま
で
は
、
広
報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
掲
載
だ
っ

た
の
で
、
掲
載
で
き
る
写
真
が
小
さ
か
っ
た

り
枚
数
が
限
ら
れ
た
り
と
制
限
が
あ
り
ま

し
た
。
写
真
や
動
画
を
通
し
て
「
二
十
歳
を

祝
う
式
」
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

雰
囲
気
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
こ
れ
ま
で
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で
き
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
た
動
画
で

の
広
報
。
今
年
も
日
置
市
の
「
今
」
を
発
信

す
べ
く
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
お

時
間
の
あ
る
と
き
に
少
し
で
も
見
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

優

① 話題の内容に○をお願いします。　　　　１.今月のお題　　　　　２.フリートーク

③ アンケート：好きな記事を２つ○でお選びください。

プレゼント応募締切：令和５年1月24日（火）※当日消印有効
キリトリ線

１．特集　２．行政インフォメーション　３．まちの話題
４．Hioki100情報　５．お知らせ版　６．市民の窓　７．編集たいむ

② ①で選択した内容をお書きください。フリートークでは、広報紙を読んだ感想、今後取り上げて
ほしい記事から皆さんの周りであった身近な出来事や話題まで、何でも好きなことをお書きください。皆さんの声

待っています。

※個人情報の取り扱い
 ・ご記入いただいた個人情報は、お便
りのご紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

※文書の添削
 ・掲載する文書は、添削させていただ
く場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

✂

◎市の人口（住民基本台帳）

◎地域別人口

総人口／
男　性／
女　性／
世帯数／

47,026人（‒57）
22,340人（‒35）
24,686人（‒22）
22,671世帯（‒32）

10,590人
25,147人
4,335人
6,954人

鹿児島県日置市

市　章

市の面積　253.01㎢

東市来地域
伊集院地域
日 吉 地 域
吹 上 地 域

Readers' voice

◎広報紙に広告を載せませんか？
市民の方への企業紹介と市の財源確保や企業の発展に貢献
するために広報紙有料広告を行っています（最終頁参照）。
希望の企業は、下記の広告代理店までご連絡ください。

◎広報紙に関するお問い合わせ先
日置市役所 総務課 秘書広報係 日置市伊集院町郡一丁目100番地
☎099（248）9401　FAX：099（273）3063

■令和４年度 日置市有料広告代理店
(株)鹿児島新生社印刷 ☎099（261）0111

12月１日現在（前月比）

今月の
プレゼント!

　伊集院総合運動公園で行われた
YUMEタイムトライアル。チームで
たすきをつなぐリレーマラソンや自分
の目標タイムを目指して走るタイムト
ライアルが行われました。タイムトラ
イアルでは県下一周駅伝日置チーム
の選手がペースメーカーとして走り、
参加者を目標タイムへ導きました。 

 （12月11日　伊集院町）

「みんなのYUMEタイムトライアル2022冬」

R
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読者の皆さんの生の声をお
届けする掲示板です。
「今月のお題」から「フリー
トーク」まで、皆さんの生
の声を何でもお待ちしてい
ます。
※スキャン後「メール作成
画面はこちら」をクリック
して下さい。

今月の
表紙

をプレゼント！
お１人様あたり４パック

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。総務課秘書広報係までご連絡ください（TEL 248-9401）。

「いちご」日置市特産
　日置市といえば「いちご」!! 県内でも有数のいちごの産

地である日置市。その特産物「いちご」をプレゼントします。「さが
ほのか」や「さつまおとめ」などの品種があり、市内の物産館やスーパー
でもお気軽にお買い求めいただけます。生産者の皆さんが丹精込めて
栽培した日置市産のいちごをぜひご賞味ください。
※日置市特産のいちごは「日置ヴィンテージ」に認定されています。

デジタル版広報ひおき

マイ広報紙マチイロ

過去の広報紙

いろんなカタチで

紹介しているよ！

いろんなカタチで

紹介しているよ！
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